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率
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と
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に
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献
し
た
い
。
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実
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雪
印
種
萄
械
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、

行
わ
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。
ま
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、
本
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究
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一
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、
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成長促進や病害開制効果

着目すべきBT剤の接合的機能
微生物殺虫剤をBSとして活用する
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ト
マ
ト
灰
色
か
び
病
の

抑
制
効
果
に
有
意
性

ト
マ
ト
の
移
植
1
週
間
前
か

ら
4
週
間
ご
と
に
l
回
、
合
計

4
回
、
問
似
の

B
T
栄
養
細
胞

の
懸
濁
液

(
1
X
1
0
8
え
え

M
)
を
ト
マ
ト
の
株
元
に
処
理

し
た
。

1
年
目
の
試
験
項
目
は

初
期
苗
の
草
丈
、
ト
マ
ト
疫
病

た
く
よ
う

発
病
托
葉
率
、
ト
マ
ト
灰
色
か

び
病
発
病
株
率
、
発
病
度
、
総

収
量
、
果
実
個
数
、
果
重
、
果

一
局
重
量
。

2
年
目
は
初
期
南
の

草
丈
の
推
移
、
乾
物
重
量
、
ト

BT系統の栄養細胞懸濁液の株元処理がトマトの収量およ
び病害発生に及ぼす影響 (2018年、品種:ルネッサンス)

対照区 BT-17 Bf.帽，20 JP 
草丈(cm) 64a 69ab 74ab 78b J 
総収量(kg) 1.9 2.2 2.6 2.8 
個数(個) 10 10 11 12 
果実重量(g) 190 210 230 250 
疫病発病托葉率(%) 75a 52ab 53ab 48b 
灰色かび病発病株率(%) 100a 60ab 56ab 52b 
灰色かび病発病産 35a 20ab 17b 18b 
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科学センター・センター長

小池正徳
こいけ まさのり
千葉大学大学院園芸学研究科環境緑地学
専攻修了。制サカタのタネ研究員を経て
1988年に帯広畜産大学へ。同年助手、 97
年助教段・准教授、 2008年教授、 20年よ
り現職。 60歳、千葉県出身。

成
し
、
殺
虫
性
結
晶
タ
ン
パ
ク

質
を
産
空
す
る
昆
虫
病
原
性
締

マ
ト
灰
色
か
び
病
発
病
株
率
、

発
病
度
、
発
病
果
率
、
総
収

量
、
果
実
個
数
、
果
重
、
果
一
房

重
量
、
糖
度
と
し
た
。

1
年
呂
の
試
験
結
果
は
、

J

P
処
理
区
は
対
照
区
と
比
べ
、

草
丈
の
伸
長
が
有
意
に
高
く
、

ト
マ
ト
疫
病
発
病
托
葉
率
、
ト

マ
ト
灰
色
か
び
病
発
病
株
率
、

発
病
度
に
有
意
な
発
病
抑
制
効

果
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

B

T
i
m
処
理
区
は
対
照
区
と
比

較
し
、
ト
マ
ト
灰
色
か
び
病
発

病
度
の
み
有
意
な
発
病
抑
制
効

果
が
認
め
ら
れ
た
(
表
)
。

※ハウスに移植後4週間自のデ←夕(果実収量は第1および第25長房まで)。
太字表記に有意差あり (p< 0.05) 

収
量
と
果
重
は
増
加
傾
向

病
害
抑
制
し
糖
度
も
上
昇

2
年
目
の
試
験
結
果
は
、

BTの株元処理がトマト果実の糖度に及ぼ
す影響 (2019年、品種:フルティカ)
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菌
で
あ
る
。

B
T
は
生
物
農
薬

の
分
野
で
最
も
成
功
し
た
微
生

物
殺
虫
剤
と
し
て
知
ら
れ
て
お

り
、
鱗
麹
目
な
ど
の
幼
虫
を
防

除
す
る
微
生
物
農
薬
と
し
て
、

世
界
各
で
使
用
さ
れ
て
い

る。根
酉
に
コ
ロ
ニ
ー
形
成
し

全
身
誘
導
抵
抗
性
を
発
動

し
か
し
最
近
、

B
T
の
系
統

の
中
に
本
来
の
害
虫
防
除
と
い

う
性
質
以
外
に
も
、
植
物
成
長

促
進
効
果
や
植
物
病
害
抑
制
効

果
を
持
つ
系
統
が
い
く
つ
か
報

告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
と
し
て
、
植
物
の
根
面
に

コ
ロ
ニ
ー
(
バ
イ
オ
フ
ィ
ル

ム
)
を
形
成
す
る
こ
と
で
全
身

誘
導
抵
抗
性
を
発
動
さ
せ
た

P
処
理
区
が
対
照
区
に
比
べ
、

継
続
的
な
草
丈
の
伸
長
、
乾
物

重
量
、
糖
度
に
つ
い
て
は
有
意

に
増
加
し
、
ト
マ
ト
灰
色
か
び

病
発
病
株
卒
、
発
病
度
、
発
病

果
率
に
は
有
意
な
病
室
門
抑
制
効

果
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
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T
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m
処
理
区
は
対
照
区
と
比

較
し
、
一
時
的
な
草
丈
の
伸
長

お
よ
び
糖
度
が
有
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に
高
い
値

を
示
し
、
ト
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か
び
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発
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果
率
は
有
意
に
減
少
し
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区
と
比
較
す
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と
、
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に
あ
っ

た
。
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疫
病
お
よ
び
ト
マ
ト
灰
色
か

び
病
の
被
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抑
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効
果
、
草
丈
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り
、
他
の
微
生
物
と
の
桔
抗
・
競

争
ま
た
は
栄
養
分
を
供
給
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
・
直
接

的
に
植
物
の
成
長
を
促
進
さ
せ

た
り
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は

B
T
の

植
物
に
対
す
る
複
合
的
な
機
能

に
着
目
し
、
既
存
の

B
T
剤
や

新
た
な
デ
ュ
ア
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
(
害
虫
と
病
気
を
同
時
に
防

除
す
る
)
資
材
お
よ
び
バ
イ
オ

ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
(
以
下
、

B
S
)
の
利
用
方
法
を
紹
介
す

る
。
特
に
、
筆
者
の
研
究
室
で

2
年
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
B
T

株
元
処
理
に
よ
る
ト
マ
ト
の
発

病
抑
制
効
果
、
成
長
促
進
効

果
、
収
量
一
お
よ
び
品
質
の
調
査

の
伸
長
お
よ
び
乾
物
重
量
の
増

加
、
糖
度
の
上
昇
が
認
め
ら
れ

た
(
図
)
。
収
量
形
質
に
関
し
て

は
B
T
を
処
理
す
る
こ
と
で
お

お
む
ね
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
。

B
T
は
主
に
鱗
麹
日
の
幼
虫

に
対
す
る
微
生
物
殺
虫
剤
と
し

て
作
用
す
る
が
、
先
に
述
べ
た

植
物
成
長
促
進
効
果
や
病
害
抑

制
効
果
だ
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で
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く
、
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が
ん
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バ
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オ
リ
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化

を
関
る
)
の
作
用
も
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
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さ
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こ
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が
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B
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い
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か
も
し
れ
な

い
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今
後
は
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い
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
す
る
と
と
が
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要
で
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る
。B
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微
生
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し
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世
界
で
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多
く
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販
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結
果
を
述
べ
た
い
。
詳
細
に
つ

い
て
は
本
年
刊
行
予
定
の
一
バ

イ
オ
ス
テ
ィ
ム
ラ
ン
ト
・
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
(
側
エ
ヌ
・
テ
ィ
!
・

ヱ
ス
と
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ハ
ウ
ス
の
試
験
で
は
B
T
2

系
統

(
B
T
i
灯、

B
T
I
m
)

と
2
つ
の
系
統
の
殺
虫
活
性
を

併
せ
持
つ
、
ア
リ
ス
タ
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
輸
の

B

T
剤
・

か
り
ゅ
う

ジ
ヤ
ツ
ク
。
ホ
ッ
ト
頼
粒
水
和

剤
⑧
(
以
下
、

J
P
)

を
用
い

た
。
供
試
植
物
は
ト
マ
ト

(
2

0
1
8
年
/
1
年
目
一
大
玉
品

種
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
〈
サ
カ
タ
の

タ
ネ
〉
、
凶
年
/

2
年
目
一
中

玉
品
種
フ
ル
テ
ィ
カ
〈
タ
キ
イ

種
苗
〉
)
。
試
験
は
帯
広
畜
産

大
学
内
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

実
施
し
た
。

あ
る
。
特
に
、
農
水
省
が
掲
げ

る
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
を
具
現
化
す
る
た
め

に、

B

T
は
必
要
不
可
欠
な

ツ
i
ル
と
な
り
得
る
か
ら
だ
。

B

T
剤
散
布
す
る
と
き
は

葉
の
裏
側
に
た
っ
ぷ
り
と

B
T
剤
の
散
布
方
法
と
し
て

は
、
葉
の
裏
側
に
た
っ
ぷ
り
掛

け
る
(
表
面
に
処
理
す
る
と
紫

外
線
の
作
用
に
よ
り
死
滅
し
て

し
ま
う
た
め
)
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
幼
苗
期
に
は

上
と
横
か
ら
散
布
す
る
が
、
そ

の
際
に
余
剰
の
液
体
が
茎
を
滴

り
、
株
元
の
土
壌
へ
流
れ
落
ち

る
。
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て
微

生
物
農
薬
の
散
布
を
実
施
す
れ

ば
、
対
象
の
害
虫
防
除
だ
け
で

な
く
他
の
副
次
的
な
効
果
も
得

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後

は
現
存
の
資
材
で
の
散
布
方
法

の
て
夫
と
と
も
に
、
新
た
な
特

性
を
持
っ
た
B
S
や
デ
ュ
ア
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
資
材
の
登
録
を

目
指
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
使

用
さ
れ
る
よ
う
研
究
開
発
に
努

め
た
い
。
な
お
、
本
研
究
は
カ

ネ
コ
種
苗
側
、
側
ア
リ
ス
タ
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
協
力
の

下

、

実

施

し

た

。
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